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県立白山高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 14 日実施) 

総合評価 

（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎礎学力の
定 着 を 図 る
「学び直しか
ら」、自ら考
え判断し表現
する力までを
育み、普通科
と美術科が相
互に刺激し高
め合う教育課
程を編成、実
施する。 

②「育みたい生
徒像」を実現
し、個に応じ
た学力を育成
するための ICT
活用を進め、
組織的な授業
改善を行う。 

③学校行事等を
とおして協働
す る 力 を 育
む。 

①確かな学力の定着
と教育の「質」を
高める授業改善を
進める。 

②一人一台端末に対
応した授業方法を
発展させる。 

②図書館の利用を促
し、生徒の読書活
動を推進する。 

③体育祭、文化祭、
球技大会、生徒総
会等の各行事につ
いて、生徒が主体
的に企画運営でき
る よ う に 支 援 す
る。また、生徒が
積極的に参加でき
る よ う に つ と め
る。 

①評価と指導の一体
化を意識した授業
を行う。 

②研修会などＩＣＴ
環境の利用に関す
る情報発信を行
う。 

②図書館と教科の連
絡を密にし、生徒
が活字に親しむ機
会を増やす。 

③生徒会本部役員や
各種委員会の生徒
と積極的にコミュ
ニケーションをと
り、生徒の発想を
くんだ行事の企画
運営を行う。 

①単元ごとの評価を円
滑に行えたか。 

②端末を効果的に利用
した学習活動を行え
たか。 

②図書館の利用機会が
増加したか。 

③生徒会本部や委員会
において生徒全体の
ニーズや要望に応え
た活動ができたか。
また、活動を通じて
生徒自身が達成感を
感じることができた
か。 

③学校行事への参加率
や生徒の達成感、満
足感を高めることが
できたか。 

①単元ごとの評価を円滑に行
えた。 

②殆どの教科で端末を利用し
た学習活動が行えた。 

②図書館の授業利用の件数が
増加した。 

③生徒会本部や各種委員会の
生徒意見を取り入れ、行事
への参加率や満足感を高め
ることができた。 

①インクルーシブ
教 育 開 始 に 備
え、一層の授業
改 善 を 意 識 す
る。 

②端末使用の効果
に対して検証を
重ねる。 

②図書館の個人利
用 増 加 を 目 指
す。 

③行事における生
徒の欠席を少な
くし、参加率を
高める。 

②小中学校での実
践を踏まえなが
ら、積極的にＩ
ＣＴ端末の利活
用を行ってほし
い。 

 

〇単元ごとの評価を
円滑に行えた。 

〇殆どの教科で端末
を利用した学習活
動が行えた。 

〇図書館の授業利用
の件数が増加し
た。 

〇生徒会本部や各種
委員会の生徒意見
を取り入れ、行事
への参加率や満足
感を高めることが
できた。 

〇インクルーシブ教
育の推進を踏ま
え、個々に応じた
評価を意識し、授
業改善を進めてい
く。 

〇端末の効果的な使
用に対して検証を
重ね研修を行う。 

〇授業等で図書館を
利用させることで
読書に興味を持た
せ、個人利用増加
を目指す。 

〇行事への参加率や
満足感を高めるよ
う、積極的にコミ
ュニケーションを
説明や指導をする
ことで 

２ 生徒指導・支援 

①他者を認める
寛容の精神と
自らを律する
ことができる
自己管理力を
育てる。 

 
②生徒一人ひと

りの課題に対
するきめ細か
な教育相談体
制を充実・発
展させる。 

 
③部活動やボラ

ンティア活動
等をとおして
豊かな人間性
や社会性を育
てる。 

 
 
 
 

①ルール・マナー指
導を徹底し、すべ
ての生徒が充実し
た生活を送れる安
全、安心な学校づ
くりを推進する。 

②生徒一人ひとりに
寄り添う組織的な
生徒支援と教育相
談体制の充実、発
展を図る。 

③ 部 活 動 へ の      
関心を高め、加入
率の向上および部
活動の活性化を図
る。 

③部活動・ボランテ
ィア活動をとおし
て、充実した学校
生活を感じ、ボラ
ンティア精神、モ
ラルを大切にする
生徒を育成する。 

①問題行動の未然防
止、いじめ未然防
止と早期発見、
「白山高校ソーシ
ャルメディアポリ
シー」に基づく
SNS 等に関する指
導を徹底する。 

①服装、頭髪などの
ルール、授業中、
登下校時のマナー
(遅刻指導を含む)
に関する指導を充
実する。 

②多角的に生徒情報
を収集、共有し、
適切な問題把握と
対策を検討する。
また、必要に応じ
て外部専門機関と
効果的に連携す
る。 

③部活動参加のため
の勧誘・広報活動
等を充実させ、新
入生の部活動への
興味関心を高め、
加入率高める。 

③学校や近隣地域な
どのボランティア

①問題行動の減少と軽
微化がはかれたか。 

①生徒が自らルール・
マナーを遵守して行
動する自己管理力を
身につけたか。 

②支援を必要とする生
徒の正確な把握とそ
れに対する適切な支
援を策定することが
できたか。 

②適切に外部専門機関
を活用することがで
きたか。 

③部活動加入率や満足
度は向上したか。 

③ボランティア活動を
行う機会を増やすこ
とができたか。 

①問題行動の未然防止につい
ては学年ごとに生徒指導体
制を整えることで強化して
きた。服装・頭髪に関して
も生徒たちは指導によく乗
っていた。 

②サポートドックからの聞き
取りなどもあり SC、SSW と
の連携が活発化した。悩み
を抱えた生徒の対応もほぼ
解決に至っている。 

③部活動の加入率について、
例年と比較し多少の増加は
見られた 

④白山高校夏季ボランティア
などにより生徒が活動を実
施する機会え、参加する生
徒も増えた。 

①問題行動につい
ては未然防止の
方向で続けてい
きたい。 

①モラル・マナー
については自己
中心的な生徒も
多いのでルール
を遵守する規範
意識の向上をめ
ざしたい。 

③部活動の仮入部
期間等を設け、
さらに部活動加
入率の向上を目
指す。 

④夏季ボランティ
アなどを通して
さらなる生徒の
活動機会を増や
す。 

①数十年前に比べ
ると生徒のマナ
ーは向上してい
る よ う に 思 え
る。これからも
粘り強く生徒を
指導していって
ほしい。 

①自転車の正しい
運転について、
危険を感じてお
り、地域、ＰＴ
Ａ等と連携して
安全指導を行っ
てほしい。 

④夏季ボランティ
ア等に協力して
いきたいので、
地域の施設等を
活 用 し て ほ し
い。 

 

〇問題行動の未然防
止について、各学
年で生徒指導体制
を整えることで強
化した。 

〇サポートドックか
らの聞き取りなど
もありＳＣ、ＳＳ
Ｗとの連携が活発
化した。悩みを抱
えた生徒の対応も
ほぼ解決に至って
いる。 

〇部活動の加入率に
ついて、例年と比
較し多少の増加は
見られた 

〇白山高校夏季ボラ
ンティアなどによ
り生徒が活動を実
施する機会え、参
加する生徒も増え
た。 

〇ＳＮＳに関する問
題行動は依然とし
て多く、外部関係
団体や保護者等と
連携し指導を徹底
する。 

〇モラル、マナーの
向上を目指し、地
域や保護者等と連
携し指導を進めて
いく。 

〇ＳＣ、ＳＳＷと連
携し、生徒の課題
解決に向けて具体
的な支援方法を構
築する。 

〇地域の施設や企業
と連携し社会体験
やボランティア等
の機会を増やす。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 14 日実施) 

総合評価 

（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

活動や部活動等で
のボランティアを
紹介・支援し自発
的な参加を促す。 

３ 進路指導・支援 

① 「 夢 ・ 目 標 
ここで未来を
見つけよう」
をスローガン
に、高い志を
持って目標に
向かい努力す
ることによっ
て自己実現を
図る。 

 
②美術科の専門

性を生かした
進路実現を支
援する。 

①総合的な探究 の時

間を有効に活用し、

生徒の主体的な活動

を促す。  

①アセスメントテスト

（基礎力診断テス

ト）の結果を活用

し、自己有用感の発

達を促す。  

①②進路実現に向け

た前向きな態度を

養う。  

①総合的な探究の時

間を有効に生かせ

るようアップデー

トする。  

①進路適性テストを

活用し、自己の能

力・適性等の理解

を深める。  

②個々の特性や専門

性をふまえ、イン

ターンシップ等の

体験活動を有効活

用する。 

①総合的な探究の時間

の授業評価や進路選

択が円滑に行えた

か。  

②インターンシップ等

の体験活動に積極的

に参加するなど、進

路実現に向けた前向

きな取組ができた

か。 

①総合的な探究の時間は円滑
な取り組みができた。進路
選択は例年と比較し、難航
することがあった。   

②インターンシップ等の体験
活動への参加はコロナ前まで
回復していない。 

①自然と次のステ
ップへ進むよう
な雰囲気づくり
に取り組む。 

②新しい取り組み
に挑戦する機会
を増やし、積極
性の喚起をめざ
す。 

 

②インターンシッ
プ等に協力して
いきたいので、
地域の施設等を
活 用 し て ほ し
い。 

〇総合的な探究の時
間は円滑な取り組
みができた。進路
選択は例年と比較
し、難航すること
があった。   

〇インターンシップ
等の体験活動への
参加はコロナ前ま
で回復していな
い。 

〇地域の施設や企業
と連携し社会体験や
インターンシップ等
の機会を増やす。 

４ 地域等との協働 

①地域と共にある
学校づくりを行
い、広い視野を
持ち、地域に貢
献することによ
って自己有用感
を育む活動を充
実させる。 

②地域やＰＴＡ等
との連携を図り
安心・安全で信
頼される学校づ
くりに取り組
む。 

①地域の清掃活動に
取り組み、地域に
貢献する姿勢と、
貢献活動を通じた
自 己 有 用 感 を 育
む。 

②地域やＰＴＡと連
携し、交通の安全
と、防災意識を醸
成する活動に取り
組む。 

①地域貢献デーなど
の機会を通じて、
清掃活動に取り組
む。 

②地域やＰＴＡと連
携し、交通の安全
や、防災意識を高
める活動に取り組
む。 

①清掃活動を通じた地
域貢献が実施できた
か。 

② 地 域 や Ｐ Ｔ Ａ   
と連携した交通安全
教育や防災教育が実
施できたか。 

①学校周辺の清掃について、
清掃活動を実施することが
できた。 

②生徒会本部や風紀委員会と
地域が協力して自転車の事
故防止活動を行った。 

①次年度の地域清
掃活動等につい
て早めに予定を
組み、引き続き
実施できるよう
に計画する。 

②今年度はＰＴＡ
の環境交通委員
会と連携するま
では至らなかっ
た。 

①コロナの活動制
限が緩やかにな
った。次年度は
地域の行事等に
何らかの形で参
加する方向で計
画していただき
たい。 

〇学校周辺の清掃に
ついて、清掃活動
を実施することが
できた。 

〇生徒会本部や風紀
委員会と地域が協
力して自転車の事
故防止活動を行っ
た。 

〇地域との連携をさ
らに高め、地域の
行事や学校行事に
おいて交流を深め
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員が多様で
複雑な生徒の
課題に寄り添
い向き合う時
間を確保する
ため、組織的
な学校運営と
校務の効率化
を図る。 

②在校生や中学
生、保護者や
地域に向けた
情報発信を充
実させる。 

③事故・不祥事
の 根 絶 を 図
る。 

①ICT 機器を活用し、
効率的な校務の推
進ができるよう環
境整備を図る。 

①次年度始まる、イ
ンクルーシブ教育
に向けて、校務の
推進ができるよう
環境整備を図る 

②時宜にかなう情報
発信を行うととも
に、保護者、生徒
に分かりやすい説
明 会 の 運 営 を 行
う。 

③事故・不祥事防止
について教職員の
意識を高める。 

①ICT 機器を活用
し、効率的な教材
開発や教科研究に
努めるよう体制づ
くりをする。 

①ＨＲやその他の教
室や教育環境の整
備を行い、インク
ルーシブ教育の次
年度実施に向けて
の体制づくりをす
る。 

②ＨＰやメール配信
を通じて、時宜に
かなった情報発信
を行うとともに、
保護者、生徒の目
線に立った運営を
行う。 

③体罰やハラスメン
ト等の根絶に向け
た研修を実施す
る。 

①教材開発と教科の研
修の視点から効率的
な校務推進の体制作
りができたか。 

①実施に向けて教室や
教育環境の整備が十
分に整備できたか。 

②情報の発信は時宜に
かなったものであっ
たか。保護者や生徒
の目線で運営がなさ
れていたか。 

③事故・不祥事に対す
る教職員の意識が高
まり、事故・不祥事
ゼロを達成できた
か。 

①インクルーシブ教育の推進

に向けて、環境整備や教職

員及び生徒の共生教育研修

を実施した。また、準備委

員会が中心となって様々な

校内ルールを整備した。 

②ＨＰの見出しなどを整え、

保護者、生徒が見やすいペ

ージ構成に努めた。 

③職員会議後に不祥事防止会

議を行い、意識を高めた。 

③校長が綱紀の保持につい

て、時期を図りながら、教

職員に指示を徹底した。 

①インクルーシブ
教育の推進につ
いては、実際に
生徒が入学して
きて見えてくる
問題もあるかと
思うので、引き
続き委員会や学
年団が中心とな
って環境整備を
行っていく。 

②保護者、生徒の
目 線 に 立 つ た
め、様々なアン
ケート結果を活
用していく。 

③職員研修等の質
を高め、教職員
全体の意識の向
上に努める必要
がある。 

③不祥事に対して
は常に自分事で
もあることを教
職員に理解させ
る必要がある。 

①小中学校の保護
者からインクル
ーシブ教育推進
実践校へ期待の
声が上がってお
り、地域に向け
て今後も情報を
伝 達 し て ほ し
い。 

③様々なストレス
が職員の皆さん
に降りかかると
は思うが、スト
レスを分散し、
研修等の質を高
め、教職員全体
の意識の向上に
努めていってほ
しい。 

 

〇インクルーシブ教
育の推進に向け
て、環境整備や教
職員及び生徒の共
生教育研修を実施
した。また、準備
委員会が中心とな
って様々な校内ル
ールを整備した。 

〇ＨＰの見出しなど
を整え、保護者、
生徒が見やすいペ
ージ構成に努め
た。 

〇職員会議後に不祥
事防止会議を行
い、意識を高め
た。 

〇インクルーシブ教
育について、個々
の特性等を正確に
把握し、保護者等
と情報共有を行い
委員会や学年団が
中心となって環境
整備を行ってい
く。 

〇アンケート等を行
い、保護者の要望
や生徒の実情を調
査し、結果を反映
させながら、学校
の運営に努める。 

〇不祥事を防止する
ために、研修等の
質を高め、教職員
全体の意識の向上
に努める。 

 


